
様式３

学校番号

令和 8
高等学校　定時制課程

カリキュラム・ポリシー
（本校が展開する教育活動）

グラデュエーション・ポリシー
（卒業の認定に関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

○社会で通用する確かな学力を身に付け、多様な他者を尊重し、地域から愛される人材を育成する夜間定時制高校
自立と成長に重きを置いた、生徒一人一人の個性に沿う教育活動を通じて、卒業後も努力を続け、地域に貢献する意思と実践力を持った人材を育成しま
す。

基本的生活習慣の確立に努め、就業と就学の両立に意欲をもち、他者を尊重して主体的に成長しようとする人。

基本的生活習慣と基礎学力を基盤に、規律ある学習環境とキャリア教育、家庭・地域との連携を通して、自主性・協
調性・社会性の育成。

基本的生活習慣と基礎学力を身に付け、規範意識と協調性を備え、社会の中で主体的に行動できる力の修得。

アドミッション・ポリシー
（本校が求める生徒像）

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 糸島

・学校全体は落ち着きがあり、良好な雰囲気
が保たれている。一方で、個々の生徒に目を
向けると、複雑な家庭環境やコミュニケーショ
ン能力の不足といった課題を抱える生徒へ
の対応が求められる。
・生徒にとって学業と仕事の両立は非常に厳
しい状況にあるが、将来のビジョンを具体的
に描かせることで、意欲的な取り組みを促す
ことが重要だと考える。そのため、多様な企
業との交流機会を設けることは極めて意義
深い取り組みである。
・部活動に加え、生徒会活動や生活体験発
表会などの活動への積極的な参加を促す。
それらの活動を適切に評価し、成果を学校
内外へ広く発信することで、本校定時制の教
育活動を周知していく。

国家・社会における有能な人材たるべき資質の育成に努める。また、勤労の貴さを知り、国際的な幅広い視野に立ち、新しい文化の創
造と発展に寄与し得る、心身ともに豊かでたくましい若者の育成を期する。

学校運営計画（４月）

評価
（総合）

学校行事への積極的な参加を通して帰属意識を育むとともに、自らの長所に気付かせ、自己肯定感の
涵養を図る。

「いじめは人として絶対に許されない」という強い認識の下、あらゆる機会を通して好ましい人間関係づく
りに取り組み、いじめの未然防止に努める。

生徒会活動や部活動の活性化を図り、自主性や協調性を育む。
学校行事やホームルーム活動を通して、思いやりの心や周囲との協力関係を構築する。

家庭との連携を密にし、保護者や関係機関と協力して生徒の悩みや不安の早期把握に努めるとともに、
きめ細かな対応により基本的生活習慣の定着を図る。

授業規律を重視し、落ち着いた学習環境づくりに努め、基礎学力の定着を図る。

キャリア教育を充実させ、自らの将来を真剣に考える態度を養う。

学校運営方針

基本的生活習慣を身に付けさせるとともに、就業と就学を両立させる
ための強い意志と実践力を養う。【生活力・グリット】

他者の個性を尊重する態度を養うとともに、自らの資質を理解しその
伸長に努める姿勢を身に付けさせ、糸高定時制に学ぶ自覚と誇りを醸
成させる。【共生・誇りの醸成】

規範意識が高く、明朗で協調性のある人物の育成を図る。【人間力】 社会規範やマナーを意識させ、場にふさわしい行動ができる判断力と実践力を育てる。
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様式３

部活動

学校生活アンケート
「分かる授業」を展開するために、ＩＣＴ
を効果的に活用するなど、生徒の実
態に即した授業を実践する

ＩＣＴのより効果的な活用方法について研修を行い、個に応じた学習を目指すなど授業改善を推進する

「分かる授業」を体感させることから、生徒の登校を促すとともに学習への意欲を高め、ひいては中途退
学の防止に努める

学校生活アンケート
いじめアンケート

学校生活アンケート
いじめアンケート

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

生徒指導

生徒全員が安心して、毎日安全
に登校できる環境を整備する。

あらゆる場面で他者に迷惑をかけず、思いやりをもって接することの大切さを意識付ける円
満な人間関係の構築を図る。

個人面談、カウンセリング、家庭や職場の訪問等を通して、生徒の心理状態や家庭環境を
適切に把握し、必要な支援を行い、退学防止に努める。

法律、規則、きまり等を遵守し、
社会の一員として生活する意識
を醸成する。

外部講師等の講演を活かし、社会人として生きていくために必要な知識の習得に努めさ
せ、よりよい社会の構築に貢献できる人材の育成を行う。

飲酒運転撲滅講演会や交通安全教室での指導を通して、交通法規の遵守やマナーを理解
させ、交通弱者への配慮を促し、生徒の無事故無違反を目指す。

部活動を通して、生徒の学校生
活をより充実にしたり、人とのコ
ミュニケーションの取り方を学ん
だりできる環境づくりに努める。

学習・研修

進路希望調査

将来に対する目的意識を持ち、自らの
適性に合う進路を積極的に選択・決定
しようとする意欲と能力を養い、具体
的な目標が持てるようにする。

HRや学校行事を利用して実施する進路学習や企業人、卒業生による講演会、職業体験会等を通じて、
将来の進路についてより具体的にイメージできるような指導を行う。

就職希望者には、ハローワークや民間就職支援会社等と連携しながら、就職セミナーや面談、会社見学等、体験的かつ積極的な進路
支援を行い正規雇用に対する意識を高める。進学希望者には、オープンキャンパスへの参加を積極的に推奨する。

学校生活アンケート
教育相談を重視し、生徒の個性を的
確に捉え、その伸長を図る

担任を中心とした面談やＳＣを積極的に活用するなど生徒の課題の把握に努め、これを踏まえた指導
ができるよう研修を行い、生徒の指導に生かす。

三者面談の機会を確保することを始めとして、より積極的に家庭訪問を行うなど、家庭と一体となった指
導を行う

進路指導

就業状況調査

働くことの意義を理解させ、在学
中からの就業を奨励し、卒業後
の人生や進路に活かすことがで
きるように指導する。

生徒の就業状況を把握するとともに、学業と就業の両立を推奨する。

夏季休業中の職場訪問を全職員で実施し、生徒の就業実態の把握と事業所との連携を図る。

部活動を通して、同学年だけでなく学年を超えたコミュニケーションをとる場にする。また、
集団で活動することにより友達を増やしたり、協調性を高めたり、運動や音楽を通してスト
レスを発散したりする一つの活動として活かしたい。

学校生活アンケート
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